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社会認識の発達と9,10歳の節
発達心理学教室
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結婚 赤ちゃん 仕事 お金 勉強 車 わからない





『遊べない」 というものがもっとも多 く9人あった。理 由
表12.大人になりたくない理由
遊 び 加齢・死 たいへん 。責任 労働 学校・勉強 その他
2年生 2 1 1
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